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天
正
遣
欧
少
年
使
節

・
中
浦
ジ

ュ
リ
ア
ン

出
生
の
地
か
ら
見
た
歴
史

長
崎
で
開
催
さ
れ
た

列
福
式

徳
川
時
代
に
殉
教

し
た

「
ペ
ト
ロ
岐
部

と

一
八
七
殉
教
者
」

を
福
者
と
す
る
日
本
国
内
で
初
め
て
の
列

福
式
が
、
一
一〇
〇
八
年
十

一
月
二
十
四
日
、

長
崎
市
の
県
営
野
球
場
に
お
い
て
、
お
よ

そ
三
万
人
を
集
め
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

聖
人
に
継
ぐ
崇
敬
の
対
象
で
あ
る
福
者
と

な

つ
た

一
八
八
人
の
内
、
四
十
四
人
が
長

崎
県
内
で
の
殉
教
者
で
あ
り
、
そ
の
中
に

は
特
に
名
の
知
ら
れ
た
二
人
の
司
祭
が
い

た
。　
一
人
は
、
ト
マ
ス
金
鍔
次
兵
衛
、
そ

し
て
、
も
う

一
人
は
、
天
正
遣
欧
少
年
使

節
の

一
人
、
中
浦
ジ

ュ
リ
ア
ン
で
あ
る
。

天
正
遣
欧
少
年
使
節
と
は

九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
三
氏
、
大
友

宗
麟

・
有
馬
晴
信

・
大
村
純
忠
の
名
代
と

し
て
ロ
ー
マ
教
皇
に
謁
見
す
る
た
め
送
ら

れ
た
四
人
の
少
年
使
節
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
・

千
々
石
ミ
グ
ル
・原
マ
ル
チ
ノ
・中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
の
こ
と
で
、
日
本
人
と
し
て
は
初

め
て
西
洋
に
派
遣
さ
れ
た
公
式
の
外
交
使

節
で
あ
る
。
四
人
の
少
年

の
出
会

い
は

一
五
八
〇
年
頃
の
有
馬

（現
在
の
南
島
原

市
北
有
馬
町
）
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

（神
学
校
）

岸

本

徹

也

に
始
ま
る
。　
一
五
八
二
年

（天
正
十
）
二

月
、
長
崎
を
出
港
、
マ
カ
オ
、
ゴ
ア
、
ア

フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
岬
を
回
り
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
上
陸
。
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ィ
リ
ッ

プ
ニ
世
、
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三

世
に
謁
見
し
た
。
ロ
ー
マ
議
会
で
は
名
誉

あ
る
市
民
権
を
賜
る
。
遠
い
ア
ジ
ア
の
国

か
ら
来
た
少
年
た
ち
は
行
く
先
々
で
大
歓

迎
を
受
け
た
。　
一
五
九
〇
年
七
月
、
長
崎

港
に
帰
港
。
翌
年
、
京
都
衆
楽
第
に
お
い

て
巡
察
師
ヴ
ア
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
共
に
豊
臣

秀
吉
に
謁
見
し
た
。

使
節
た
ち
の
長

い
旅
行

の
成
果
と
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
活
版
印
刷

技
術
、
西
洋
楽
器
な
ど

の
文
化
を
持
ち

帰

っ
た
こ
と
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
初
め

て
日
本
人
と
日
本
文
化
を
紹
介
し
、
当
時

の
西
洋
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

十
六
世
紀
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
天
正

遣
欧
少
年
使
節
に
関
す
る
九
十
種
類
を
超

え
る
旅
行
記
が
出
版
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ

ほ
ど
有
名
に
な

っ
た
日
本
人
は
め
ず
ら
し

い
。
し
か
し
、
歴
史
上
き
わ
め
て
稀
な
意

義
あ
る
事
業
を
為
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
事
実
は
鎖
国
に
よ
り
歴
史
の
舞
台
か

ら
消
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

（
一
五
六
八
年
頃
～

。天正遣欧少年使節 。中浦ジュリアン
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